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は　じ　め　に
　現代は科学技術の目覚ましい進歩と情報の質量における飛躍的な発展及び，価値感の著
しい多様化の時代である。こうした現代の社会的情況の中で，学校教育の果すべき役割や，
それに応じた教育実践が如何に行なわれるべきかを考えるとき，教員養成大学・学部にお
いてわれわれが基本的に指向し，研究すべき方向は，基礎科学と教育科学の両面にまたが
る教科教育の研究を，今日及び未来の教育現場に役立つ実践理論として体系化し，独立し
た学問として確立することにあると考える。
　しかし，「教育が生身の人間を相手にしているだけに，この仕事は至難の業であるという
ことがいえよう。即ち，その教育実践の手立ての全てが現場教師にゆだねられている今日，
教育の問題はつきるところ教師その人の問題に帰するといわれ，特に音楽教育の場合，非
言語的な，そして瞬間現象的な芸術がその内容であってみれば，百の理論より，あるいは
条件より教師その人のいかんがその音楽教育の大きな鍵を握ってしまうことになるからで
ある。」（1）
　そこで，このような教師を養成し教育現場に送り出しているわれわれ教員養成大学・学
部における教育と研究の任務は誠に責任重大であると改めて認識する次第である。しかし，
だからといって，教科教育の学問としての確立を急ぐあまり，その研究が机上の空論であっ
ては決してならないのである。特に，最近教育現場からは，「新卒教員の指導（教育）技術
が非常に低下してきている。」と強く指摘されている。
　これは，最近の教員養成大学・学部等における教職科目の学習量が少ないことと，その
学習内容が知的理論に偏していて，実践的教授法や実践理論学習が乏しいことの現れであ
るとも指摘されている。また一方，学生数増加による実習時間数削減から必然的に起る教
授法実習量の不足による指導力の低下など，教員養成大学・学部等における今日的重大課
題の一っとして，抜本的な改善が強く望まれている。（2）
　以上の点を考慮し，本稿では，教員養成大学・学部における学生の実践的指導力の強化
を目的に，専門教科の教育内容の一部に「実践的教授法学習」を実験的に取り入れた筆者
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の拙い実験授業とその考察を披渥し，「実践的教授法学習」のカリキュラムヘの位置づけを
提起するとともに，音楽の学習における「集団と個の学習形態」及び「創造的表現活動」
にっいて論述する。
1　音楽科教育における環境設備
（1）音楽学習における教育機器の必要性
　近年，科学技術の進歩とその普及はまことに著しく，多くの新しい教育機器をわれわれ
に提供してくれた。中でも，オーディオの改良進歩とその普及は音楽鑑賞の領域に大いに
貢献した。更にテレビ・ビデオ等は音楽教育全般にわたって，情報・資料の提供及び授業
分析または作品（演奏）などの研究保存等に大いに役立っている。
　そこで，音楽の学習活動の鑑賞領域におけるステレオ装置の必要性は今更いうまでもな
いことであるが，表現活動の領域においては，従来，非具象的で，かつ瞬間的に消滅する
音を素材とした音楽は，指導者のみが客観的に判断をするもので，演奏表現者は指導者に
まかせきりであったために，指導者に絶対服従的な姿勢が培われ，表現活動における自発
的積極性が芽生えにくかった。つまり表現活動の主体性は表面的なものであったのである。
　真の主体的学習は，学習者が自分の学習過程を客観的に観察することによって，課題発
見し，指導者との協力によって判断評価を下し，次の学習段階に向って，問題解決のため
の手立てを工夫するところに学習者の自発的積極性が芽生え，それによって学習に対する
意欲が湧いてくるというような姿が，真の意味での主体的学習であると考えるのである。
　このような主体的学習を音楽学習において展開するためには，学習者が演奏表現した瞬
間的に消滅する時間的音の芸術（音楽）を，できるだけ正確にキャッチし，できるだけそ
の生の演奏表現に近い音楽の状態に再生することが可能な道具（教具）を設備する必要が
ある。それが準備されることによって，学習者は直ちにその演奏表現を客観的に鑑賞し，
分析研究することによって，指導者の判断評価などをより具体的に学習者自身が理解する
ことができるとともに，次の学習段階への課題と問題解決の手立てを具体的に検討するこ
とが可能である。それによって学習者の主体的な学習意欲を促進することができるのであ
る。このような教育機器こそ，今日の近代的な意味での音楽学習の場には，楽器や楽譜及
び資料提示のための機器（OH　P，VT　R）と共に，絶対必要欠くべからざる教具の一っ
として位置づけられ，完備されるべきであると考える。
　また，現代の音楽教育に携わる教師は，全て楽器や楽譜などと同様に，これ等教育機器
の必要性を十分理解認識するとともに，その機器の取扱いに習熟し，音楽指導の過程にお
いて，適時活用することによって，大いに教育効果を促進すべきであると考える。
（2）音楽学習に適した教育機器の選定
　音楽の学習領域は，鑑賞と表現の2領域があって互いに関連し合って，統合的に展開さ
れるのが望ましい。鑑賞領域では，芸術性の豊かな音楽を生演奏によって鑑賞できること
が最も望ましいことではあるが，それが不可能ならば，なるべく生演奏に近い状態で鑑賞
させるように指導者は配慮が必要であろう。
　それには，VTR（ビデオ・テープ・レコーダー）による視聴覚的角度からの鑑賞が最
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も望ましいのであるが，視覚的な興味に偏して，音楽学習としての聴覚的学習が妨げられ
ないよう指導者は十分考慮しなければならないであろう。
　表現活動の学習では，音楽の録音とその再生が最も大き・な役割を果すことになる。そこ
でまず，録音器については，性能のより優れた機種を選定することが常識であろう。しか
し，その取扱いがあまりにも複雑では，かえって学習に不便をきたす場合があるので，指
導者が一般的な知識である程度理解でき，操作が可能であるというものを選ぶべきであろ
う。また演奏場所を変更した場合も移動が可能であることも考慮しておくことである。
　録音ヘッドは2トラックでハイスピード（3）のものが音質的に優れているといわれている。
しかし，一般的には4トラックで2段（19・9．5）可変速のものが多く使用されている。
　そこで，今回の実験授業には，①教員養成大学・学部の学生がその取扱いについて最も
基本的で適した器種。②持ち運びの可能なもの。③学生所有のテープも再生可能であるこ
と。（学生のテープは4トラック，19スピードのものが多かった。）④録音・再生時の音量
音質の調整可能なもの。⑤往復録音・再生可能。といった条件を満たす機種を選定した。（4）
　最近カセットテープが活用されているが，操作も簡単で便利な点が好まれるのであろう
と思われる。しかし，音質がオープンテープに比べやや劣るのが難点であり，Lカセット
はその点を満足させているが，一般的にまだ普及されていない。
　録音に際して最も大切な点は，音の入口であるマイクロフォン（M。C．）である。これに
は最も重点を置くことが望まれる。
　M．C．にはコンデンサーM．C．とダィナミックM．C．とがあり，性能はコンデンサーM．C．
の方がより優れている。また指向性と無指向性の2種類あり，1本で切り換え可能の機種
がよい。コンデンサーM．C．の場合パワーサプライ（5）が必要になる。またM．C．を3本以上使
用する場合はM．C．ミキサー（6）が必要である。
　ステレオ再生装置は，一般に使用されるアンプとスピーカーの装置であるが，アンプの
音量の増幅量とスピーカーの許容量の関係をよく考慮すべきであろう。
　特にスピーカーは音の出口になるので，マイクロフォンと同様最も重点的な配慮が望ま
しい。スピーカーの設置にあたっては，学習者の耳に最もバランスよく聴取できる位置を
選定することが大切である。
（3）音楽教室の整備
　MLの装置を設備した音楽教室の新設は全国的に増加する傾向にあるが，合唱・合奏の
学習のための教室の新設はまだまだ関心が薄いようである。特に教員養成大学・学部の教
室は，学生数と数室の床面積が比率によって割り出されていて，講義室が合唱・合奏の演
奏室に当てがわれているのが現状であり，折角新鋭の教育機器等が設置されても，その学習
効果は半減するのが必至である。つまり，どの教科にも流用可能であるという従来の講堂
や教室などは，応用が可能で利用度も高く，便利で効率的であるやに思われていたが，今
日のように，それぞれの教科内容が多様化され，学習内容によって異なった教具設備が設
置されることになると，従来の教室はどの教科にも役立たない無用の長物となる。
　そこで，近代的な意味でのこれからの学習教室は，その教科の本質的な学習形態が考慮
され，その教材内容の特徴を生かすべく，その学習領域の機能に最も適した広さ（高さ）
68
長崎大学教育学部教育科学研究報告　第26号
と設備及び環境を完備し，学習効果を高める配慮がなされていなければならない。特に音
楽教室は多音楽の表現活動と鑑賞活動の二面性を基礎に，それぞれの学習活動の効果をよ
り高めるための広さ（高さ）と音響効果及び遮音設備と空調装置などの配慮がなされ，楽
器，教具，教育機器等が完備さ塵て，効果的な学習が展開できるように準備されていなけ
ればならない。それも一時的かつ部分的な改良に止まることなく，長期的計画によって，
理想を実現させるべく対策が必要である。
　なお欲をいわせてもらうならば，鑑賞活動（学習）教室と表現活動（学習）教室がそれ
ぞれ独立していて，鑑賞教室は映写装置及び視聴覚的音楽学習の可能な設備が施され，オー
ケストラの演奏可能なステージを持った小ホールの広さがほしいものである。また表現教
室は机，椅子の格納を可能とし，楽器保管室とグループアンサンブル練習室が別に付設さ
れ，それぞれどの角度からも録音・再生が可能な設備を施し，主体的な学習が進められる
ように計画したいものである。
II　教授法学習の実地研究
（1）目標設定と学習計画
　この教授法学習の実地研究を計画したのは大学紛争もやっと下火になりかけた昭和46年
の春のことであった。最初は，学習意欲を喪失していた当時の教員養成大学・学部の学生
に学習意欲と教師になる希望を持たせるべく，大学における援業改善が目的であった。
　それには先づ，学生に主体性を持たせた授業をすべきであると考え，筆者担当の合唱学
習を実験授業として，次のような授業目標を設定し，学習計画を立てた。
　合唱授業の目標
　①集団（合唱）学習において個人の主体性を尊重し，創造性の育成を計る。
　②音楽（合唱）学習の指導（教授）法の実地研究をする。
　③　教育機器を活用することにより，音楽の表現活動における学習過程の客観的な分析
　　研究をする。
　④　教育機器を活用することにより，演奏作品の製作（創造的演奏の完成）をする。
⑤教育機器の取扱いについての実地学習をする。
（2）実験授業の経過とその考察
　o昭和46年度
　合唱授業の受講生は別表1一①のような構成で，全く混声四部合唱の形態をとることは
不可能な実態であった。ともあれ，（1）項で述べた「目標と学習計画」について説明し，学
生各自が主体的にこの合唱授業に取り組むよう希望するとともに，建設的な意見を自発的
に出し，協議を重ね，決定した事項に対しては，積極的に行動し，学習を促進させること
を約束した。続いて授業を展開するにあたっての具体的な事項を次のように決定した。
　①先着者より順に教室内の机を整理し，椅子を合唱形態に並べ，ピアノの移動をし，
　　録音の機器をセットすることにより，学習の場の設定をする。
　②指揮者と伴奏者は学生（4年生）が担当する。
　③教材（合唱曲）は指揮者が指導教官（筆者）と相談の上，学習に適した曲を選定す
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　　　る。
　④指揮者は全員の楽譜を印刷準備し，前もって教材研究と指導計画を練っておく。
　⑤学習過程において教育機器（録音・再生）を大いに活用し，学習分析を行いながら
　　　より良い表現学習（演奏）をする。
　⑥　創造的な演奏作品を録音することにより，その曲の完了とし，記録保管（ライブラ
　　　リー）する。
　⑦出席と平常の学習態度を評価の対象とする。
　以上のような事項を協議決定し，早速実践授業を開始した。ところが，これまでに学生
はこのような学習形態を一度も経験したことは無く，最初はどのように学習を進めたらよ
いものか皆一様にとまどいを感じていたようであった。ところが毎週全員がよく協力し
合って，除々に学習のぺ一スに乗って，意欲的に学習を進め，前期12曲，後期8曲（別表
II）の録音を完成し，それぞれの最終授業日に楽しい鑑賞会を持つことができた。
　〔考察1〕
　学生達は，音楽に飢えた者の如く，時間の経過も忘れ，疲れも覚えず，夢中になって歌
い続けた。それは傍目にも凄まじさを感じさせるほどであった。Aという学生は当時の反
省記録に次のように書いている。「あまり歌う量が多過ぎて，頭も体も疲労がひどく，合唱
が終ればへとへとになる。午后からの授業は上の空となってしまう。しかし，歌っている
時は楽しくて全てを忘れてしまっている。」これは当時の様子をよく物語っていて，100分
の時問中に8曲程度歌った。しかし，授業の流れについては彼等にできるだけまかせるこ
とにし，合唱の基本的理論及び技術については練習中に学習をしていった。そのため彼等は全
ての面で試行錯誤を繰り返しながらも，曲の変化と指揮者の変化に豊んだ指導と雰囲気を
十分楽しみながら，毎時間合唱にある程度の満足感を味わっていたようであった。特に録
音を聴き返して討論したり，完成録音をとる時の彼等は真剣そのものであった。指揮者な
どは練習経過の録音テープを持ち帰り，次週の指導計画を練ってくるという熱の入れ様で
あった。指揮を担当した4年生は同時に指揮法の講義（他教官担当）を並行して履習して
いたため，その実地研究の場を得たことで，合唱指揮法及び教授法研究に積極的に取り組
んでいたようであった。
　一方合唱する側に対しては，筆者が発声法と合唱の基本的な指導理論を講義し，演奏に
対する建設的な意見を出すように個人的に指導していったので，集団の中における個人の
主体性及び自発性が芽生え，意欲的な学習が展開された。
　o昭和47年度
　合唱受講生は一新され（別表1一②）新らしくスタートするため，最初の時問に昨年度の反
省と本年度の授業計画を彼等学生達に立案させることにした。その結果，前期は3年生が，
後期には4年生が指揮を担当することになった。（これは，3年生が10月に教育実習がある
ので，その事前に指導実践の経験をしておきたいという自発的な研究姿勢からであった。）
　第2の提案は，筆者が操作していた録音操作を4年生が実地学習することになった。（こ
れも，現場に出て教育機器の取り扱いが必要なため，基本操作技術を実地に学習しておき
たいという希望からであった。）
　第3の提案は，曲数が過密ダイヤのため，曲数を減らし，1曲を深く追求すべきである
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という意見。（100分に3曲というぺ一スにして研究を深めたが，結果的には前期12曲，後
期6曲（別表II）を録音完成した。）
　〔考察2〕
　昨年度4年が担当した指揮（指導）者を本年度は3年が担当したためか，合唱研究の追
求がやや表皮的になりがちであった。これは指揮法の講義も履習せず，経験不足の3年生
にとっては致し方の無いことではあるが，彼等にとっては，教育実習の事前の指導実地研
究の場であり，「実践的教授法学習」の貴重な時間であるため，筆者は極力彼等の主体性を
尊重し，彼等が自力で葛藤から脱出しようと努力するのを見守ることにした。
　○昭和48年度
　本年度はより計画性を持って協力し授業を進めるために，合唱授業指導計画委員が選ば
れ，毎週の合唱授業の指導案が提出されることになった。また録音・再生の教育機器学習
は2年生が2名づっ交替で担当し，実習することになった。更に，練習方法の能率化とマ
ンネリ化を避けるためと，演奏内容の高度化を計るために，合唱に入る前に各パートが別
教室において10分程度のパート練習をとることになった。
　前期終了にあたって全員に「合唱音楽と合唱授業について」のリポートを提出させ，
この授業に対する学生の考え方を調査した。
　〔考察3〕
　本年度当初の計画は一見ユニークな感じはしたものの，実践結果は，パート練習に時間
を浪費し，予想した程効果は上らなかった。やはりパート練習は全体の練習の中で必要に
応じて行なわれるのが効果的であるという結論を得た。尚，そのパート練習は，全体の合
唱の流れを意識しながら歌唱する能力が大切であるということが認識できたようで，これ
は合唱学習の貴重な体験理論として本年度の大きい集穫であった。
　（リポートの要約）
専攻課程4年生（合唱受講3年目）
　①合唱の学習は音楽教科の中でも合奏と並んで，最も重要な学習領域であることがこ
　　　の合唱講座を受講して改めて認識できた。
　②　合唱指揮の実践的経験は，予想をはるかに越えた厳しい体験であったが，今年度指
　　揮法を学習するに当って，昨年の実体験が思い出され，自信を持って学習できる。
　③高度な合唱曲に取組み，時間をかけて深く追求し，思う存分歌い込んでみたい。（こ
　　　の要求は，4年生より経験不足の3年生が指揮指導に当っている以上，なかなか満
　　足させることはむつかしいことである。しかし何か1曲を長期間歌い込んでみる必
　　　要性が感じられた。）
専攻課程3年生（本年度選曲指揮を担当）
①合唱指揮を生れて初めて経験し，選曲の難しさと指揮の難しさを身をもって認識した。
　②　合唱の指導は，指揮者の立場に立つと，準備した指導事項の半分もできなかった。
　　　もっと何度もこのような経験をしてみたい。
③合唱を指導する立場に立って，初めてこの合唱講座が何を学習する時間なのかよく
　　理解することができた。
　○合唱の楽しさ，美しさを味わう時間。
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　o合唱の指導法を実習する時間。
　○合唱曲を演奏録音し，作品を造る時間。
　o合唱音楽の教材分析と研究をする時間。
　○合唱をしながら協調性，積極性を学びとる時間。
　o合唱音楽の表現と鑑賞を同時に学習することができる時間。etc．
　以上の他に数限り無く学ぶ問題があることに気がっいた。
　④録音を聴きながら演奏を直すのはとても役立った。しかし，時間不足で曲の十分な
研究と歌い込みができないまま録音完了した。
　（この④の問題は4年生とも共通する点であるが，半期15週に9名の合唱指揮を実地研究
させるローテーションを組むところに無理があるのを承知の上で，③の学生のように自発的
に学習してくれることを願ってきた。また，1曲の練習時間を十分取っても，指揮者は指
導技術の未熟から，次の学習課題を発見することができず，ただ時問をもてあます始末で，
表皮的な注意〈発想記号に気をつける＞などを繰り返し言葉で説明するのみで，音楽の皮
相的な部分にしかふれるごとができないのが実情であった。しかし，①②の経験が第1段階
であり，それを乗り越えることによって，相手を歌わせることができるようになる。「先づ
は自分が共に歌うことである」ということを強調した。）
専攻課程2年（半年目で録音係）
①
②
③
④
無意識にただ歌っているだけで面白くない。この授業の目的がよく理解できない。
選曲の理由が不明確なため，学習の目標及び研究の目的がつかめない。
心に残る合唱をしてみたい。そのためには1曲をもっと深く追求して歌うべきだ。
合唱の種類及び基本練習について議義してほしい。
　（この学年は学習姿勢が受身的で，吸収性と依頼性が強く，理論的学習を要求しているよ
うであった。混合学年の学習形態のため，このような理論面はやむをえず練習中にふれるこ
とにしてきた。）
　以上の外選修課程4年のリポートもあるが内容はこれまでにほぽ出つくしている。
　○昭和49年度
　本年度は昨年度のリポートの問題点，要望等を取り上げ，思い切った授業改善をすべく，
年問計画を変更し，筆者中心の授業を展開してみることにした。
　まず，合唱音楽の歴史的概説に続き，筆者の選曲による教材で，読譜法の理論から実践
へ，その練習途中は全て録音・再生による楽曲分析をしながら，曲のテンポや発想の解釈
による内容表現や感情表出の違いについて比較検討させる学習を試みた。またある時は，
楽曲の途中のアンサンブルを数人に指定してやらせたり，ある旋律に即興的和声付けの合
唱実験を試みた。以上のような合唱の基礎学習を展開したため，学生の主体学習は割愛さ
れてしまった。
　〔考察4〕
　この実習理論的講義は受講学生にとっては相当厳しく，負担にさえ感じられるようで
あったが，これまでのマンネリ化を解消するにはよかったらしく，「合唱の理論学習として
は実践を伴い有意義であった。」という意見も聞かれた。だがその反面，これまで築いてき
た「実践的教授法学習」をテーマとした，学生の授業に対する主体性は薄れ，学生指揮者
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のローテーションは完全に崩れ，合唱音楽を創造しようという意欲は無くなり，服従的な
姿勢が芽生え，更にそれは，合唱の最も大切な集団における協調性すら喪失しそうな雰囲
気になってしまった。
　○昭和50年度
　昨年度の反省の現われであろうか，本年度は当初から学年別の役割りと年間学習計画表が
提出されるとともに，すでに3名の指揮者（3年生）が曲の選定と楽譜の準備をすませ，
第1日目から練習が開始された。更に，それぞれの指揮は，よく教材研究がなされ，時間
的配慮まで検討された指導計画案のもとに，実に能率的に学習が展開されていった。
　また，次の指揮担当者は，選曲及び指導方法等について逐一相談にやって来た。そのた
めか，それぞれの曲に対する研究と演奏の追求は深まり，合唱は高度化され，指導力は上
達するとともに，全員の協調性は甦り，緊張感が教室に漂って，学習に対する意欲があり
ありと感じられた。
　〔考察5〕
　5年目にしてやっと合唱の喜びが学生達の顔に感じられた。本当に長い試行錯誤の連続
と，苦しい葛藤の道程であった。だがまだまだ本物では無く，出発点に立ったところだ。
　しかし，とにかく皆よく意欲的に学習した。組曲も歌い，混声を同声に編曲することも意
欲的に取り上げ学習した。また「あらきの子守唄」のように，無伴奏でポリフォニックな
流れの音程の難しい曲も積極的に取り上げよく歌いこなした。そのためか，皆相当の満足
感をもって本年度の合唱講座を終了することができたようであった。
　○昭和51年度
　昨年度の範を模して準備よろしく，最初から合唱練習を開始することができた。混声3
部合唱の楽譜をそのまま準備し，同声3部に編曲しながら歌うという方法も板についてき
た。このようにして，前期は，筆者の指揮曲も加えて7曲，後期は6曲を完成録音するこ
とができた。（別表II）
　〔考察6〕
　指導計画通りスムーズに学習は進行し，マンネリ化しそうな雰囲気も，指揮者と選曲の
変化によって払拭され，作品完成への意欲も十分盛り上り，一部には，演奏に対する厳し
い批判の声もあったが，当初の計画通り指揮者と完成録音のローテーションをくずすこと
なく遂行することができた。欲をいうならば，今ひとつ楽曲分析（教材研究）と，それを
如何に合唱する全員に伝え表現させるかの技術の修得が望まれる。また，合唱する側から
の建設的な意見と，それによって創造される作品への演奏意欲の盛り上りが期待される。
　○昭和52年度
　本年度は学部のカリキュラムの一部が改訂された（7）ため，合唱講座の年間学習計画も大
幅に変更せざるを得なくなった。その結果，前期の完成録音は5月末に1曲，7月に1曲，
9月の中旬に1曲と計3曲に留った。後期はぺ一スを取りもどし，7曲を順調に完成録音
することができた。
　〔考察7〕
　前期順調にスタートしたものの，やや程度の軽い曲をまとめた段階で，教育実習が開始
されたため授業は中断された。実習終了後やっと1曲完成録音した段階で夏期休業に入っ
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た。その後ぺ一スを取りもどすべく努力はしたが，前期は1曲追加録音したのみで，練習
中の3曲は後期にまわされてしまった。
　しかし，後期は順調に進み，7曲を完成録音させ，鑑賞会を開くことができた。学生達
の反省も異口同音「前期の寸断されたカリキュラムのため，学習ぺ一スが乱されてしまっ
た。」ということであった。途中練習が1ヶ月も中止されると，実践的学習は相当ぺ一スを
保つことが難しいことを知ることができた。
　○昭和53年度
　本年度の実習は5月に行なわれたため，4月と6月で3曲の完成録音を終了し，目下夏
休みの空白を取りもどすべくピッチを上げているところである。
　〔考察8〕
　本年度は学習途中であるが，やはり実習と夏休みの空白の影響は，学習のぺ一スを大き
く狂わせているようだ。
　音楽の学習は感覚的な手段による学習であるだけに，1ヶ月の空白をおいて再び学習を
継続させるということは，たとえ空白前の演奏を録音保存し，再び学習開始の時点でそれ
をよく聴いてから演奏を開始しても，感覚的技能程度は相当低下していて，相当前段階に
フィードバックしなければならないことが明らかとなった。
　以上のような実験授業の経過報告から，明白なように，教授法学習の実地研究は，今だ
学生に完全には理解されていないながらも，昭和50年度からは，第1段階を脱皮して，第
2段階の難関に目下さしかかっている感じがするのである。その難関を突破するためには，
今一度，思い切った改善対策を研究する必要を強く感じている。
m　教授法学習の位置づけ
（1）教育実地研究としての教授法学習
　教員養成大学・学部における音楽科の基礎科学（専門学科）としての声楽・器楽の実地
研究は，教科の中心的な柱として，従来から重要視され，すでにその実績をあげてはきて
いるが，それらの学習内容と教授方法は，これまであまりにも音楽大学における演奏家養
成のための教授形態の真似ごとであり，学習のしかたであったがために，その授業を受けた学
生達は，演奏家のようにピアノソナタなどが弾け，オペラのアリアなどが歌えるようにな
るが，リコーダーやギターを使った合奏や，簡単な合唱の指導すら満足にできず，小学校
や中学校における音楽科教育の意義とその目的（8）の何たるかも理解認識することなく教師
として卒業し，現場に立つ者が多かったようであった。そのため児童生徒達は，学校教育
における音楽学習に疑問を感じ，興味を無くし，音楽学習嫌いに落ち入っているようであ
る。それは，彼等が決して音楽を嫌いなのではなく，音楽の授業が嫌いなのである。いや
もっと詳しくいうならば，下手な授業が嫌いなのである。つまり，教師が小，中学校の音
楽の授業（音楽科教育）を如何にすればよいかという，その指導技術を身につけていない
ということが原因なのである。
　そこで，今日，この問題が一日も早く解決されるべく，抜本的な改善策が望まれている
のであるが，その一つの策として，前章で述べてきたような，「実践的教授法学習」が，教
員養成大学・学部の各教科のカリキュラムに早急に位置づけられ，実施されることである。
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　それには，その教科によって教育理念及び指導内容・教授方法などが異なるため，それ
ぞれの教科において，教科専門（専門学科）別に，学習者（幼・小・中・高・大の児童生
徒及び学生）の心理学的発達段階に即応させた教授内容（教材の精選）が実験研究される
とともに，それらが，如何なる教授方法によって教育される（指導される）べきかという
「実践的教授法」が体系化され，「実践的教授法学習（実地教育研究）」として，、未来の教
師となるべき教員養成大学・学部の学生が，教育実習に出る以前に，大学・学部内におい
て，十分体験学習できるような学習形態が設置されるべきである。それによって学生は，
教育実習に，より自信を持って携わることができるとともに，より充実した指導経験をする
ことができ，より高度な（上手な）指導技術を身にっけた教師として，児童生徒に満足な
授業をすることができるようになるであろう。
（2）集団と個の学習形態
　教員養成大学・学部における「実践的教授法学習」の実践は，教官と学生及び，学生相
互による集団学習の形態がとられることが最も望ましい。それは，小中高校などにおける
学習形態に近い形が望ましいということである。っまり，教師対児童生徒の集団学習とし
ての実体験的学習を展開することによって，教師と学習者の両側面から，体験学習するこ
とができるからである。
　この学習形態を音楽学習（大学における）でとるには，合唱・合奏の学習形態が最も適
しているようである。っまり，指揮者が教師の立場になり，他は学習者の立場をとること
によって，集団学習としての模擬的体験学習ができるからである。
　この集団学習形態には2つの重要な教育的意義が認められる。その1つは，社会的集団
環境を形成する個の存在を客観的に認識し，他を理解し，他と協調する社会性，共同性を
育成することができる。他の1つは，個が集団の一部を受け持つことにより，個人では到
底不可能な共同体（統合体）を形成（創造）することが可能であることを認識する。そこ
において，個の自分を全体との関わりによって，確かな存在として認識し，自主性を強め
るとともに，創造性のエネルギーとしての自発1生が芽生える。
　しかし，その反面において注意しなければならないことは，指導が，一斉画一的な全体
主義的平等性によって，知識注入主義的教授法に陥るおそれがあることである。そのような場
合，集団における個の存在は無視されることになり，個の自発的積極性は減退し，学習意欲を
喪失し，惰性的無気力が蔓延して，やがて個は集団という大きな物体の中に埋没してしまって
死滅してしまうことになるのである。そしてそれは，その集団が破滅への道をたどってい
ることを意味していることになるのである。
　このような現象は，集団性の危険な一面であって，情報過密化と社会変動の加速化の都
会的集団から脱落者（おちこぼれ）を多く生み出しつつある今日のわが国における学校集
団や社会集団の恐ろしい現象に似てはいないだろうか。
（3）創造的表現活動
　学習は指導者と学習者の相互の協力によって成立するものである。特に音楽の学習の場
合，音楽という抽象的な芸術が学習の対象であり，教材であるだけに，指導者と学習者が，
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ともするとその学習の目的や目標をあいまいにしか捉えていない恐れがあり，そのため学
習が成り立たないことがよくある。
　音楽は本来芸術であるから，目的であって手段となり得るものではない。芸術を手段と
する考え方は，芸術の本質を解しないものである。（9）そこで，音楽教育は，音楽それ自体を
教育することが目的であって，音楽以外の何ものをも目的としてはな、らない。それ故，音
楽それ自体を学習の目標とすることによって音楽の学習は成立するのである。
　音楽はまた，演奏によってのみ実体を現わすことができるものであって，演奏なくして
は音楽は成り立たないのである。つまり，音楽の学習は，音楽を演奏することであり，そ
れを通して具現化された音楽を，学習の対象として捉らえることにより学習することが可
能なのである。
　そこで，音楽を演奏するという学習活動は，音楽を音で具体的に表現するという活動の
ことで，その人の感情の変動によって，音を時間的に変化・統一させることである。つま
り音そのものには「ことば」のような具体的な内容を持たないから，その人の感情の要求
に従って，音を音楽的諸要素により組み合せたり，時間的に流動されたりして，音楽とし
て構成し表現することである。このような活動を創造的表現活動という。
　ところが，音楽活動における創造的表現活動は作曲活動のみであるかのように考えられ
がちであるが，決してそうではない。確かに，純粋な意味での音楽の創造は創作（作曲）
であるが，創造的音楽活動は音楽の鑑賞活動や表現活動にも含まれているのである。
　即ち，鑑賞活動における創造的活動とは，音楽を聴感覚で捉え，その人の音楽的感性（音
楽性）によって能動的に享受し，感情的変化（感動）を起し，積極的に想像（1・）する作用（活
動）をいうのであって，心理的，精神的な内面の創造活動を意味するのである。
　また，表現活動における創造的活動とは，楽譜に書かれた音符や記号から，作曲者の精
神や意図また細かな音楽的感情や気分のニュアンスを感じ取り，創造的想像力をはたらか
せ，演奏技術によって現実的な音楽として再創造する活動を意味するのである。
　それ故，音楽の鑑賞学習や表現学習は，作曲家の創造活動の過程を，その作品からたど
ることによって，美的創造的感動に到達す．ることが可能であり，時代的，環境的条件を越
えて，基本的観念や原理を理解する発見学習であるということもできる。
　また一方，この作品の再創造としての表現活動における美的創造的感動は，その人の音
楽活動の経験量によって，あるいは，音楽性および音楽演奏技術の優劣によって異なる。
この新鮮な感動の違いこそ，演奏表現活動の世界で許される唯一の創造的領域であり，自
己実現の創造的表現活動であるということができる。これは極めて初歩的な，個人的立場
から見た創造性であって，やがて演奏者が学習を重ね，知識や技能を身につけるとともに，
思考力や想像力が発達することによって，社会的立場から見た高度な創造性へと成長して
いくことができるのである。
　そこで，音楽教育における創造性の育成は，「個人的創造性を尊重する演奏活動を中心
とした創造的表現活動の学習を，より多く経験させることである。」ということができよう。
あとがき
これまで述べてきたように，集団と個の学習形態や創造的表現活動を十分理解認識して，
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実践的教授法を身につけた実力のある音楽教師を送り出すのが，今日の教員養成大学・学
部におけるわれわれの使命ではあろうが，今日のように，大学における学習内容も多様化
され，過密化してくると，実践的教授法学習のカリキュラムヘの位置づけや，効果的な実
地授業を展開できるようになるまでには，まだまだ幾多の難問題を解決していかなければ
ならないことであろう。しかし教育は相手が人間であるだけに，待っていてはくれないの
で急がねばならないのである。
　また，音楽教育は，感覚・感情による学習であるだけに，その教師の感覚・感情が学習
者の感覚・感情に作用し，その授業の流れの全てを支配することになるのである。更に，
その教師の感覚・感情は，日増しに学習者の心身深く浸透していくのであって，それだけ
に，人間形成を目的とした学校教育の音楽教師を育成する教員養成大学・学部においては，
音楽の演奏技術や知的な音楽理論の指導も大切ではあるが，それ以上に，自己の感覚・感
情のコントロールや，相手の感覚・感情をコントロールする音楽的な教授技術の実践的な
学習の方がより重要であるということがいえるのではなかろうか。
　そこで，教員養成大学・学部の学生の一人一人が，集団学習の中で個としての自分の存
在をはっきりと認識し，個の責任ある行動のもとに，積極的な学習意欲をもって，集団を
コントロールする感覚・感情の音楽的陶治を実践的に経験することができるような「実践
的教授法学習」の場を設定してやることが急務であると考え，ここにその一つの試案とし
て，筆者の拙い実践的教授法学習の実験授業を披渥した次第である。
別表1
①46年度
②47年度
③48年度
④49年度
⑤50年度
⑥51年度
⑦52年度
⑧53年度
4年専男2女7，選女7，3年専女9，2年専男2女7，計34（男4）
4年専女9，選女7，3年専男2女7，2年専女9，計34（男2）
4年専男2女7，選女7，3年専女9，2年専女8，計33（町2）
4年専女9，選男1女6，3年専女8，選男1女5，2年専女9，計39（男2）
4年専女8，選男1女5，3年専女9，選女10，2年専女9，計42（男1）
4年専女9，選女10，3年専女9，選女8，2年専女9，計45
4年専女9，選女8，3年専女9，選男3女9，2年専女9，計47（男3）
4年専女9，選男3女9，3年専女9，選女7，2年専女9，計46（男3〉
別表II
　＊録音順・曲名・作詞・作曲・曲態・専攻選修別・学年・指揮者名
　昭和46年度〈前期＞①海辺で（安水・平吉・女3・専4・豊島）②風のカンコ（秋田のわらべうた・末
　永・選4・向井）③紀の国の歌（坂門，信時，専4・馬場）④ひぐらし（京嶋・京嶋・同3・選4・守
　屋）⑤野ぶどう（大木・清水・女3・専4・東町）⑥浜辺の歌（林・成田・女3・専4・沼口）⑦子供
　の春（京嶋・京嶋・同2・選4・宮崎）⑧よろこびの歌（京嶋・京嶋・同2・選4・神田）⑨雪と花の
　ワルッ（京嶋・京嶋・同2・選4・山本）⑩歌の翼に（門馬・メンデルスゾーン・女3・専4・久保）
　⑪出船（大木・清水・女3・専4・野田〉⑫朝のオルゴール（成瀬・亀井・同3・選4・村川〉〈後期＞
　①夜霧の町（岡田・渡部・同3専4・沖本）②石楠花の花（生井・川口・女3・専4・森）③光の精が
　（京嶋・京嶋・同3・専4・進藤）④山の祭り（川添・江川・女3・専4・緒方）⑤山によせて（野長
　瀬・欠塚・同3・専4・安部）⑥白い雲（風間・神保・女3・専4・豊島）⑦風になりたい（喜志・磯部・混
　3・専4・久保）⑧Benedictus・Kyrie・（ミサ・ラッソ・ミサ・コンコーネ・専4・沼口）
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　昭和47年度く前期＞①おかあさん（江間・中田・同3・専3・園城）②雨のっばめ（大野・福島・同
3・専3・大場〉③私の願い（京嶋・京嶋・同3・久保）④青春賛歌（神保・深井・女3・専3・笹部）
⑤ねむの花（壷田・中田・女3・専3・長谷川）⑥花咲く堤の上（津川・E・ホーン・同3・専3・溝上）
⑦ゆりかご（平井・平井・同3・専3・林田）⑧わすれな草（深尾・中田・女3・専3・八田）⑨水色
の空（中田・川口・女3・専3・首藤）く後期〉①音楽会のあと（中村・大中・女3・専4・松江）②ト
ランペット吹きながら（中村・湯山・同2・選4・井崎）③合唱賛歌（平井・平井・同3・専4・野口）
④おやすみぽくちん（阪田・中田・女3・専4・福田）⑤食欲の秋（宮沢・林・同3・専4・松尾）⑥
忘れんぽ（宮地・大中・女3・専4・西川）⑦子守唄の午后（岩橋・服部・同3・専4・柳原）⑧秋の
日には（窪田・中田・女3・専4・安田）⑨モルダウの流れ（野上・スメタナ・混3・専4・下峰〉
　昭和48年度〈前期〉①にげていく風（阪田・大中・同3・専3・沖本）②誰も居ないお部屋で（山本・
柳沢・女3・専3・川上）③さあ太陽を呼んでこい（石原・山本・同2・専3・西田）④このともしび
（深尾・矢田部・女3・専3・富永）⑤いっかあの日と（片桐・渡部・女3・専3・三浦）⑥挽歌（内
山・大中・女3・専3・衛藤）⑦潮音（島崎・平井・同2・専3・宮里）⑧道（小林・渡辺・同3・渡
辺）⑨海辺の家（西岡・川口・女3・専3・橋本）⑩ポンポン船のうた（山本・森脇・同2・古田）⑪
遊園地の汽車（筒井・三枝・女3・古田）〈後期〉①ほろほろと（行・成田・同3。選4・田澗〉②祭り
と花と娘（鳥羽・シャブリエ・同3・選4・沢田）③そよ風の歌（阪田・川崎・同3・選4・森本）④
ともだち（野上・渡辺・同3・選4・堀川）⑤Ave・Maria（グノー・同3・選4・周藤）⑥メキシコ
のダンス（岩谷・パトゥリカラ・同2・選4・佐藤）
　昭和49年度〈前期＞①忘れな草（深尾・中田・女3・古田）②渚の歌（津吹・渡辺・混3・古田）③
花季（大木・川崎・女3・専3・木下）練習Nd④星の世界（川路・コンバース・同3・古田）合唱基
礎練習No2⑤気球に乗ってどこまでも（東・平吉・同2・古田）⑥忘れな草（前述〉仕上げ⑦野ぶどう
（大木・清水・女3・古田）発想練習⑧気球に乗ってどこまでも（前述）ア・カペラ練習⑨花木（前述）
仕上げ〈後期＞①小さい秋見つけた（サトー・中田・同3・古田）②山から下りた近道（小黒・草川・
同3・選4・坂本）③モルダウの流れ（平井・スメタナ・同3・選4・野中）④雨に歌えば（中山・バー
ト・バカラック・混3・専3・広瀬〉⑤ハレルヤ（久野・ヘンデル・女3・専3・国分）
　昭和50年度く前期＞①すずらん咲きました（サトー・白土・混3・専3・池山）②ねえねえおじさん
（深尾・中田・女3・専3・井本）③太陽がくれた季節（山川・いずみ・混3・専3・木村）④真夜中
のギター（吉岡・河村・同2・専3・木下）⑤チコタン（蓮莱・南・同2・専3・宮川）⑥プロポーズ
（⑤と同じ）⑦ほっといてんか（⑤と同じ・専3・森）⑧だれや（⑤と同じ・専3・江崎）⑨夕やけに
拍手（やなせ・若月・同2・選4・森）〈後期〉①愛そして風（吉野・高田・女3・専3・大宮）②とも
だちがいる（岩谷・平尾・女3・専3・石田）③あらき子守唄（山形地方の子守唄・松平・同3・専3・
黒岩）④ずいずいずっころばし（わらべうた・平井・同3・専4・吉村）⑤風車のうた（片桐・渡辺・
同3・選4・藤山〉⑥木の葉（三宅・金田・同3・選4・幟持）
　昭和51年度〈前期＞①一日に何ども（高田・岩河・混3・専3・立花）②雨の遊園地（谷内・湯山・
同3・専3・岩崎）③そばの花（加藤・平井・同2・専3・信国）④橋（清水・溝上・同3・専3・嶋）
⑤ぽくら太陽の子供たち（④と同じ・同3・専3・島村）⑥さよなら・こんにちは（谷川・服部・女3・
専3・守田）⑦水芭蕉（三越・岩河・女3・古田）〈後期〉①春になったら（春・湯山・女3・専3・東）
②お姉さんの子守唄（内山・服部・女3・専3・江口）③お姉さんの電話（きた・服部・女3・専3・
真島）④お母さん（池渕・高山・女3・選4・福岡）⑤ドんぐりがこぽれたら（宮沢・青木・同3・選
4・森田）⑥雪はこんこん（山崎・大中・女3・選4・森）
　昭和52年度〈前期〉①旅の別れ（小林・礎部・女3・専3・桑原）②小さな手（宮本・中田・女3・
専3・高瀬）③さくら（内山・大中・女3・専3・中島）く後期＞①あなたは海に染っていた（内山・大
中・女3・専3・富永）②白い花（鶴見・野田・同2・選4・川内）③レモン色の霧よ（結城・玉木・
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女3・専3・岩崎）④Benedictus・Hosanna（パレストリーナ・混3一混4・専4・山下）⑤ほおずき
の歌（藪田・溝上・同3・専3・広石）⑥美しい訣れの朝（阪田・中田・女3・専3・畠中）⑦丘に白
いホテルがあって（春山・川口・同3・選4・池田）
　昭和53年度〈前期＞①アパートの夜（片岡・渡辺・同3・専3・秋吉）②時無草（室生・礎部・同3・
専3・実山）③機織る星（村山・高田・女3・専3・中山）④だれも知らない（与田・川口・女3・専
3・本浦）
註及び引用
（1）浜野政雄　音楽教育研究76年春号Nα7の巻頭言引用昭和51年音楽之友社
（2）教育実習の改善提言，教員養成審，朝日新聞昭和53年9月10日号
（3）一般に市販されている録音器は2トラックと4トラックの2種類あって，スピードは38，19，9。5（秒／
　cm）の3段速度があり，主に38と19か，19と9．5の2種に分かれている。
（4）AKA　I－GX－365の器種を選定した。
（5）マイクロフォンに電力を送る装置（外部電源供給方式）で，ACパワーサプライ　（ソニーAC－148）
　という。
（6）オーディオ・ミキサーAX－300（TE　AC）はマイクロフォンが6本まで使用可能。
（7）52年度から教育実習は4年生で実施することになり，学生数の関係から，5月と6月（A・Bの2組）
　に分けて実施しなければならなくなった。
（8）拙論「音楽科教育の意義とその目的についての一考察」長崎大学教育学部教育科学研究報告第24号・
　昭和52年
（9）学習指導要領音楽編（試案）昭和22年度・文部省P．1
（10）中学校指導書音楽編昭和53年度・文部省P．59，想像とは，「イメージを心に浮かべることであり，過
　去の経験を再生したり，過去の経験を組み合わせて，新しいイメージを作ったりすること。」
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